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E 上の点は、 )sin,cos(  ba とおけるので、C 上の点 ),( yx は 
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 20 ≦ の範囲で、 tabx  )cos(  とすると 
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 したがって、③を満たす相違なる が、2つ存在する。 

すなわち、直線 tx  は、異なる 2点 21 , AA で、C と交わる。(証明終) 
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②より、 byb ≦≦ であるが、 by  とすると、 bx  となる。 

2 点 21 , AA のうち、一方の y 座標が b か b であるとき、 22 bt  となるから、条件に反する。 

したがって、 byb  であり、このような y を定めれば、⑤により相違なる xが 2つ決まる。 

すなわち、(1)の 21 , AA とそれぞれ同じ y 座標をもつ点 21 , BB が、C 上にある。(証明終) 
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21 , AA の y 座標を、それぞれ 21 , yy とする。⑥より 
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xに関する二次方程式⑦と⑧は、共通解 tx  を持つ。⑦と⑧の、 tx  以外の解を、 21 , xx とすると 
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